
●集落内を通る 生活と地域産業に密着した道路

道路網の寸断

特に 収穫時期 経済的損失が大

約４４０㎞ ２２８橋

市道延長 橋梁
多

維持するには

予算・人材・技術力不足が大きな問題
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有資格者＋実務経験者

20歳未満 20代 30代
40代 50代 60歳以上

Ｈ２６年度以降 ５年に1回 近接目視 定期点検 法令化

【現況】 15m以下 市職員直営点検

15m以上 市内専門業者無
↓

市外業者へ点検外注

橋梁点検・橋梁修繕の
市場拡大中

Ｈ２６年度以降 ５年に1回 近接目視 定期点検 法令化

【将来】15m以上 市内業者へ点検外注
大規模修繕も可能に！！

半永久的に継続

時代の波乗った地域に少ない
専門技術の取得
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みんな横文字が苦手！！

わかり易い説明が必要
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③

① ① 参加する

ME養成講座を知っている業者は参加の意欲旺盛

●高度成長期時代に整備された土木施設の老朽化が進み、社会的課題と
なっております。
今後、構造物の劣化状況を適確に診断し、対処できる技術者を育成する必要
がありますが、そのような育成講座が開催された場合、参加されますか。

④

②

② 参加しない

③ 講座の内容により
参加する

④ その他（ ）

全業者 興味あり

Ｈ２６年度以降 ５年に1回 近接目視 定期点検 法令化

【将来】15m以上 市内業者へ点検外注
大規模修繕も可能に！！

半永久的に継続

時代の波乗った地域に少ない
専門技術の取得

行政：地域の人材育成のための支援
●維持補修講座、ＭＥ養成講座等の受講費用の助成
●資格取得者 点検・補修工事の優先的発注

地域資源等の魅力を再発見し、地域維持・活性化を

図るため、市内で活躍地域おこし協力隊の

土木バージョン

地域おこし橋力隊

の人材募集
・橋梁維持管理のアドバイザー
・人材育成ができる人

人材育成には、行政支援が不可欠

維持管理の基本

八幡浜の中で、土木技術者の繋がり拡散

異なる立場の土木技術者との繋がり拡大

行政支援の制度化に向けた研究

地域住民の安全第一に・・・自身の技術力向上

施設管理責任の重大さ

自身の未熟さ

再確認・知識拡大

再認識}


